
令和５年度 第１回東部地域まちづくり懇談会 
 

日 時  令和５年１１月２０日(月) 

午後２時００分 

会 場  南茅部総合センター 

 

 

次   第 
 

１ 開  会  

 

２ 座長挨拶  

 

３ 出席者紹介  

 

４ 議  題 

 (1) 函館市東部地域路線バスの現状と今後のあり方について 

 (2) 地域活性化の取り組みについて 

① 北海道教育大学函館校「地域づくり支援実習」について 

② 各支所の状況報告 

③ その他（今後の議題について） 

  

５ そ の 他  

             

６ 閉  会   
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函館市地域公共交通計画（素案）の概要

1．はじめに

■計画策定の趣旨

人口減少や少子高齢化が進行している中，新型コロナウイルス感染症の影響により，公共交通
事業を取り巻く環境はより一層厳しさを増し，将来にわたっての公共交通の需要低迷が懸念され
ています。
こうした背景を踏まえ，地域住民の生活などを支える持続可能な交通体系を構築するため，地

域の公共交通政策のマスタープランとなる「函館市地域公共交通計画」を策定します。

2．計画の位置付け

3．函館市の人口の特性・現状

4．公共交通の現状

5．市内における移動特性・ニーズ

6．解決すべき公共交通の課題

■計画区域・期間

本計画は，国の関係法令・関連計画や北海道の関連計画を踏まえ，本市総合計画，関連計画等と
整合・連携を図りながら，地域の公共交通政策のマスタープランとして，策定するものです。

・計画区域は，函館市全域を対象区域として設定します。
・計画期間は，令和6（2024）年度～令和10（2028）年度の5年間とします。

・函館市の人口は減少傾向であり，市の人口ビジョンによると令和27(2045)年には，人口が最
多であった昭和55(1980)年の約半分の17.3万人になる予想となっており，高齢化率も北海道
平均より高い水準で推移しています。
・そのため，高齢者にとっての利便性に配慮した，全世代が利用できる交通網の形成を行う必要
があります。
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・市内のバス利用者数は横ばい状態でしたが，
令和2年度においては新型コロナウイルス感染
症の影響で，大幅に減少しています。・市街部については，各系統が複雑に入り組んでおり，

運行の効率性や路線のわかりやすさに課題があります。

課題①：バス路線網が複雑に入り組んでいるなど，高齢者の通院・買物，通勤・通学，

観光客にとって利用しにくい

課題②：路線バスなどの公共交通の利便性が低いエリアが存在

課題③：人口減少に加え，コロナ禍により，路線バスなどの利用者数が低迷

課題④：バス・タクシードライバーの高齢化などにより，公共交通の担い手が不足
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満足である 不満である どちらともいえない わからない

各種調査等の結果，洗い出された函館市内の公共交通に関する問題点を踏まえて，本計画で対応
すべき公共交通の課題をとりまとめました。

▼路線バスの利用者数推移▼路線バスネットワーク（函館市街部）

函館市地域公共交通計画

〈公共交通政策のマスタープラン〉

函館市総合計画

【国・北海道の計画】

道：北海道総合計画，
北海道交通政策総合指針 など

【函館市の計画】

整合

国：地域公共交通の活性化及び再生
に関する法律，
第２次交通政策基本計画 など

○函館市都市計画マスタープラン

○第2期函館市活性化総合戦略

○函館市立地適正化計画 など

連携

・北東部，北部，東部にお住いの方は，満足してい
る割合が他の地区より少なく，わからないとどちら
ともいえないを合わせると６割を超えています。

▼地区別の公共交通に対する満足度

・バス路線の沿線人口は，500mで見ると市内
人口の約95％をカバーできていますが，一部，
カバー率が低い地区が存在しています。

▼函館バスのサービスエリア

資料：函館市統計書

資料：市民アンケート調査（令和4年9月）

資料：国勢調査，函館市人口ビジョン（令和元年改訂版）

1980年 2020年 2045年

【1980年 高齢化率】
函館市：9.2%
北海道：8.1%（参考）

【2020年 高齢化率】
函館市：35.5%
北海道：32.2%（参考）

【2045年 高齢化率】
函館市：45.4%
北海道：42.8%（参考）



函館市地域公共交通計画（素案）の概要

7．計画の基本的な方針・目標

8．基本方針の実現に向けた計画目標と目標達成のための施策 9．計画の達成状況の評価

基本理念：まちづくりと一体となった
将来にわたって持続可能な公共交通ネットワークの構築

基本方針Ⅰ

市民生活を支える効率的で利便性の

高い公共交通ネットワークの形成

基本方針

基本方針Ⅱ

来訪者にとってもわかりやすい

公共交通の形成

基本方針Ⅲ：公共交通の持続性の確保

計画目標 施策

② 地区特性に応じた運行形態の見直しによる
交通の確保

③ バス路線網を踏まえた交通結節点の乗継利便性
向上

⑦ 公共交通ドライバーの確保

⑥ 来訪者にとっても公共交通を利用しやすい
環境の構築

計画目標①

地区特性に応じた最適な運行

形態による移動サービスの

導入と再編

計画目標②

交通機関間の接続の円滑化

計画目標③

公共交通の利便性向上と意識

醸成による利用促進

計画目標④

地域公共交通の担い手確保

① バス路線の維持および効率的な公共交通
ネットワークの形成

④ 新技術を活用した新たな移動サービスの活用検討

⑤ 公共交通の利用促進に向けたソフト施策の推進

基本方針基本方針

評価指標

② 乗合バス事業経常収支率

④ 公共交通利用者の満足度

① 公共交通利用者数の減少率
と人口減少率の差

③ 主要交通結節点利用者数

⑤ 公共交通ドライバーの確保に
向けたイベントの参加人数

▼函館市の「目指すべき将来の公共交通ネットワーク」イメージ（函館市全域）

・路線バスや市電などの公共交通は，今後，さらなる増加が想定される移動手段をもたない高齢者の通院・
買物などの生活の場面や，通勤・通学など，市民生活の多くの場面で必要とされています。
・路線網のわかりにくさに加え，公共交通の利便性が低いエリアも市内に存在していることから，「目指す
べき将来の公共交通ネットワーク」をイメージしながら，効率的かつ利便性の高い公共交通ネットワーク
の形成を進めます。

・道内屈指の観光都市である函館市には，国内外から多くの観光客が訪れ，市電をはじめとする公共交通は
市内観光の足として利用されています。
・航空機や鉄道などの広域交通と市内交通が一体となり，市民だけでなく，来訪者にもわかりやすい切れ目
のない公共交通の形成を目指します。

・人口減少に加え，わかりにくい路線網，さらには新型コロナウイルス感染症の影響により，公共交通の利
用者が低迷しています。加えて，公共交通の担い手不足も懸念されていますが，このような中にあっても，
市民生活や観光振興を支える公共交通は，将来にわたる持続性を確保していかなければなりません。

Ⅰ 市民生活を支える効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの形成Ⅰ 市民生活を支える効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの形成

Ⅱ 来訪者にとってもわかりやすい公共交通の形成Ⅱ 来訪者にとってもわかりやすい公共交通の形成

Ⅲ 公共交通の持続性の確保Ⅲ 公共交通の持続性の確保

目 標 値
( 現 状 )

利用者数減少率
≦人口減少率

７５％
（６７．６％）

5,750人/日
（5,224人/日）

３０％
（２２％）

３０人/回









1



2



3

•

•

•



4

•

•



5

•

•

㐂



6



7

•

•

•



○目 的

道の駅「なとわ・えさん」が有する観光拠点施設としての機能を最大限に活用して，市が公募した道の駅なとわ・えさん出店者

と地域住民等が協力・連携して各種イベントを企画・開催することで，恵山地区（ひいては東部地域全体）への誘客機能を強化し，

賑わいの創出や地域の活性化を図る。

賑わい創出・地域活性化の取り組みについて（恵山地区）

（令和５年度イベント開催予算： ６５３千円）

○令和５年度イベント開催実績

① ５月（5/19～5/21）・・・恵山つつじまつりコラボ企画【６，７３８人】

② ６月（6/16～6/18）・・・単独イベント【３，４９６人】

③ ７月（7/1～7/2） ・・・函館恵山Bike Love Meetingコラボ企画【４，６９９人】

④ ８月（8/18～8/20）・・・単独イベント【４，０３１人】

⑤ ９月（9/22～9/24）・・・函館東商工会｢秋まつり｣コラボ企画【７，５７５人】

⑥ 10月（10/21～10/22）・・単独イベント【２，４７４人】

⑦ ２月（2/中旬予定）・・・恵山ごっこまつりコラボ企画（予定）

○道の駅｢なとわ・えさん｣入込数の推移（R3～R5）

Ｒ３年度（年度計） １２１，４０５人【前年度比 △３％】 ※直近５カ年(H29～R3)平均１６６，３２０人

Ｒ４年度（年度計） ２２７，５６９人【前年度比＋８７％】

Ｒ５年度（4月～9月）１６８，９４７人【前年度比 ＋７％】 ※Ｒ５年度は上半期の小計

地域団体，民間団体等

・つつじまつり実行委員会

・函館恵山Bike Love Meeting実行委員会

・函館東商工会

・ごっこまつり実行委員会

ほか

道の駅なとわ・えさんイベント実行委員会

○道の駅出店者

・てつまるナトワショップ，カフェ ・ふわふわ亭

・焼肉物語牛若 ・EGAO（美人ショップ）

○地域住民等

・恵山地域振興推進協会 ・うみまち食堂菜の花

○函館市

協力・連携

○イベント企画・開催の実施体制



令和５年第１回東部地域まちづくり懇談会 「各支所の状況報告－椴法華支所からー」 （令和５年１１月２０日（月）開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                              R5.11.20 

「地域おこし協力隊」の概要      
 

１ 「地域おこし協力隊」について 

 (1) 制度の概要 

首都圏等の都市地域から意欲ある人材を，過疎地域等の地方公共団体が「地域おこ   

  し協力隊員」として委嘱。隊員は，地域に実際に移住して地域ブランドや地場産品の 

開発・販売・PR等の「地域協力活動」を行う。終了後には，その地域への定住・定着

を図る国（総務省）の制度（活動期間は概ね１年以上３年以下）。 

(2)国の支援：総務省が隊員１人あたり４８０万円を上限に財政措置（特別交付税）。 

(3)現状：Ｒ４年度隊員数 6,447人，取組団体数 1,118団体 任期終了後，同地域 

定住：約 6割 

  

２ 函館市（南茅部支所）地域おこし協力隊員導入イメージおよび内容 

 

(1) 地域おこし協力隊員は函館市が２名を委嘱する。 

(2) 函館市がプロポーザルにより選定したNPO法人ezorockが地域おこし協力隊員を雇用 

して業務管理を行う。 

(3) R5.10.16から１名が着任済み。もう 1名は 12月着任予定。 

 

３ 地域おこし協力隊員が行う業務 

(1) 南茅部地域の観光振興：地域観光資源の発掘と商品化。お土産品，飲食メニューの 

開発。観光関連団体との連携促進。イベントの企画。旅行代理店等との連携による新 

たな旅行プランの提案など。 

(2) 南茅部地域の水産振興：水産業の課題の洗い出し。水産物の商品化・ブランディン 

グ（独自のブランドを作り商品価値を高める）。水産業後継者対策。水産資源を活かし 

た環境保全の推進など。 

(3) 南茅部地域の情報発信と地域交流：SNSや動画投稿サイトを活用した活動状況の情報 

発信。支所発行の広報物の作成。観光客と地元住民との交流イベントの企画・実施。 

世界遺産を生かした地域づくり懇談会開催業務。道教育大函館校との連携による地域 

づくり支援実習の補助業務など。   

国(総務省)

函館市

(南茅部支所)

地域おこし

協力隊員

受託者 NPO

法人ezorock

業務管理

（業務委託契約）

活動報告

業務指示・給与支払

(雇用契約)

活動報告

地域おこし活動

特別交付税

隊員委嘱



令和５年度第１回東部地域まちづくり懇談会  参考資料  

 

「４  議   題  (2) 地域活性化の取り組みについて  ②  各支所の状況報

告」において，戸井支所および椴法華支所の資料に新聞切り抜き記事がありま

したので，参考までに各リンクを下記のとおり添付いたします。一部会員限定

記事となっていることから，そのほか参考となる web 上のサイトのリンクも添

付いたします。  

 

戸井支所   

・北海道新聞会員限定記事リンク（2023.8.24）  

「羽二重」食感ふんわり  和菓子店「あ月（ずき）の花」＝函館市  

※参考：函館経済新聞リンク（2023.3.20）  

 函館に和菓子店「あ月の花」  岡崎から移住した和菓子職人が開業  

※参考：あ月の花 X（旧 Twitter）  

 

椴法華支所  

・北海道新聞会員限定記事リンク（2023.11.1）  

椴法華地区を人が集う場に  ドッグランやマルシェ、若手３人が恵山岬

灯台で催し  「一過性でない活動を」  

・北海道新聞会員限定記事リンク（2023.11.7）  

シカ肉を加工  ペットフードに  北條壮史さん（３１）  

※参考：函館経済新聞リンク（2023.9.29）  

  函館・恵山岬灯台で「チル体験」を楽しむ新イベント  地元の若者らが

企画  

※参考：恵山岬灯台活用協議会  公式ブログ  

※参考：熊鹿庁 X（旧 Twitter）  

 

５  その他：市民の声「函館市東部地域まちづくり懇談会について」  

（受付年月日  令和５年６月２７日）  

https://www.hokkaido-np.co.jp/article/895781/
https://hakodate.keizai.biz/headline/560/
https://twitter.com/azuki_no_hana
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/934837/
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/934837/
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/937359/
https://hakodate.keizai.biz/headline/617/
https://hakodate.keizai.biz/headline/617/
https://blog.canpan.info/esanmisaki/
https://twitter.com/kuma_shika_cho
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/citizensvoice/docs/2023071100019/
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